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魚体より見1:魚群の構成並びに特徴(第1報)

(昭和 24年度 調 査 報 告 )
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北海道太平洋、沿岸に春季5~6刀の候来滋ずる鮭鱒に闘する生物製的調査資料は比較的少く、農

林省、水産局 ('37)に依って行われた標識放流結果に依る掴滋結果の推定等の外には殆ど見られな

¥1'1。

筆者等は1949年以降練習舶ゐしよろ丸に依って行われて居る鮭鱒流網漁業調査の一部として本

船D附属舶に依D漁獲された魚、瞳を資料として生物撃的測定を行い、本水域に於ける魚群の構成

並びに其の特慣を明かにナるため本調査を開始し?と。此E量に昭如24年度に於ける調査結果を記述

緒

‘ずる。

猶本論に入るに先立ち、本調査の着手に絶大なる御謹カをと賜った前おしよろ丸枯長棲庭誠三氏

に深甚なる謝意を表ずるものである。叉測定に際し種々御助力a:賜ったおしよろ丸乗組。方々に

厚く感謝する。

資料の蒐集並び、lと測定方法

本隼，lEiL於ては附場胎 1隻に依る漁獲物を組て本胞に移し、其の中より無作意に一日各種鮭鱒

( O. gor&u8chα， O. ketα〉約30尾を抽出して測定した。猶他の種の混獲され，た時は別に抽出してー

調査研究の割象とした。叉本年度の供試資料に就いては各地黙に依って漁獲量の費動も大ぎく、

従って測定資料も各地黒占に依って著しく多少の差があった。

測定は全長イT.L.，‘瞳長(B.L.)‘頭長(H.L.)瞳高，(D.B.)，o/1i重(B.w.)に就いて行った。猶瞳長は

吻端より被鱗部の末端迄、瞳高は腫の最高部を測定した。

猶第1固に探集票占を示した。

<<. 

種類及び各種の出身卒

今回。調査に依って得られた鮭鱒嵐(Oncorhynchω〉は下記の3種で、ある。

1. Oneorhynchu8 grorbu8cha (WA.LBAU11f) カラフトマス、セヅパリマス

2. O. keta. (JVALBAU110 サヶ、

3. O. mα8ou(BREVOORT) マス、サクラマス

本年度に於ては線漁獲量も僅かで、、多Ij路沖に於ては O.gor&u8cha 657尾、 O.ketα52尾、O.mαSOll

23尾でO.gorbuschα が大部分を占めて居た。猶~II路沖に於ける此の漁獲量は6月 16 日 ~28 日む聞の

ものであるが、 21 日 ~24日の聞は時化の矯め出漁して居ない。
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Fi g. 1 Mllp of cn.teh locn.litie日
圃各種の測定結果

1. O. gorbu8chα 

第 1表に見られ，る様に平均

値に於て、雄が雌ま P大きい

事が示されるが、雄に比して

雌の出現率が甚だ低いので雌

雄聞の憧型比較には不誼営と

考えられ，る。

2. O. ketα 

第 2表に示ナ如〈頭長を除

いて他の測定結果は全て平均

値に於て雄主りも雌の方が大

きい、頭長の揚合推白方が犬

きいと云う逝の結果が見られ

るのは性徴を示めすものと考

えられる。此札は H.L.fB.L.

X100 rD平均値に於ても雄22.7%、雌21.9%と雄が大主主る事が示されfて居る。

3. O. mα80'U 

第 3表に示す如く平均値に於て雌が雄よりも大をい。然しH.L./B.L.X100の雌雄それぞれの千

均値を見ると雄が23.1芳、雌では22.7%と維の方が犬きく、雌推D瞳型の相異を示して居る。

猶以上 3種の瞳長、瞳重の頻度を第 2圃〈瞳長〉、第 3闘〈瞳重〉に示した。

y.雌雄の出現率 ー

調査期間中の雌雄の出現率に就いては、測定数が少い事と資料の捕獲地賠が康範囲に豆D、且

つ捕獲日にも相営不規則主主賓動がある矯め確かた結果は見られ，ないが、測定結果からしめされる

T.L. 

B.L. 

H.L. 

D.B. 

B.W. 

T'able 1. 0・gorbuscha 各種の雌雄の出現率はO.gor-

1吋 N叫叶 Range いAv倒叫ge刊li| T吋1τニh伽卯h加αでは雄8幻

色
iオ 470-636mm 

平 450-570 グ

8 194! 422 ..... 574 Q 

平 413-535 q 

3 1当 92-128 グ

♀ 88-120 グ

色 194
1 

117 -168 f/ 

平 37
i 115-165 " 

8 

♀ 1，300-2，3∞グ

501.5 Q 

479.ラグ

458.3 " 

104.7 f/ 

94.5 !/ 

133.6 " 

124.8 q 

1，830 g 

1，670 f/ 
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521.6mm 

476.1 グ

103.1 q 

132.2 q 

1，810 g 

タ%で雄治吠4牛三を占める.

O.ketaでは雄46.2%、雌53.7

%でほど同率、 O.mα80uで

は雄26.0%、雌 73.9%で雌が

多く現われて居る。

VI.要約

1. 1949年5月22日より6月

28日。開室蘭沖、襟裳岬沖及

びjlJl路沖にたいて、鮭鱒流し

網に依って得られた魚種はO.

gorbu8hα、O.keta、O.mα80'U

の三種であった。
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Table 2 

ISex I Number I 
o. ke~a 

Range I Average ITO叫Average i Average 
8 62 522-680mm 598.0mm 

T.L. 605.5mm 
♀ 72 512-715 1/ 612.0 11 

8 62 450-638 1/ 548.3グ

B.L. 550.2 グ

平 72 468-640 " 551.9 11 

62 103-155 1/ 124.5 " 
H.L. 123.0 " 

72 105-150 グ 121.8グ

ー
s 62 115-195 " 148.0 11 

D.B. 148.3 /， 

中 72 120-200 11 148.6 1/ 

B依|千 62 1.500-5，500 g I 2，600 g 
2，620 g 

72 1.500-4，300!/ 1 2，630 グ

TL l÷H 

m→i 
DB|÷J 
B.W. :[寸

o. mαSOu 

Range I Average . T伽 1l必叶山由OV Average 

505-555mm 

490-628 /， 

470-524 11 

450-568 " 
4951.1 1/ 

一
1

一一昨一川
113.4 11 

110-127 11 

100-135 // 

114-150 N 

133.9 '" 
123-160 // 135.2グ

1，400-2，200g I 1，点刈刈8創制lωO

1 2，ρ刈Oω80グ

2，010 g 
1，600-2.71∞g 

3. 三陸方面及北海道東南岸鮭鱒沖取漁業調査報告書、 1932

4. 北洋漁業調査資料、第三輯、農林省水産局、 1937

-44ー

2. 3種の内 o.gorbu8chα 

が最も多く 59.53%でo.ke仰

が之れにきたぎ O.mα80Uは僅

か5.92%であった。

3. 3種の全長を見るとo.
gorbuschaではJii-均 521.62mm，

o. ketαで、は平均605.55mmO. 

mαso'uは平均54:6.60mmで大差

は見られない。叉韓高D平均

を見ると o. g.rbu8cha 132. 

2mm.， O. ketα148.3mm" O. 

mα8ou133.9mmで、全長同様 o.
ketαうま僅かに大きいが大差は

認められ，ない。此の事は資料

が同一網目。流し刺網に依っ

て得られ，たものである結果と

考えられる。

4. 雌雄比に就いては測定

教が少く明かな結果を得られ

ないがO.gorlmschαで堆が80

%以上の出現率を示して特徴

が見られた。
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